
は じ め に

コミュニケーションの重要性が指摘され、外

国語教育に拍車がかかるグローバル社会が到来

している。外国語教育の重要性が増していくに

つれ、学習する外国語の背後にある外国の思想

や地域文化、習慣もともに学習する必要性があ

ることも認識されてきている。

コミュニケーションは、発話によるコミュニ

ケーションと身ぶりや手ぶりなどの動作やもの

言いなどによるコミュニケーションに大きく２

分類される。後者は 非  言  語 コミュニケーション
ノン バー バル

とよばれている。 非  言  語 コミュニケーションと
ノン バー バル

いえば必ず引用される Ray L. Birdwhistellは、

Our present guess in that in pseudosta- 

tistics probably more than ３０ to ３５ per 

cent of a conversation or an interaction 

is carried by the words.　Microcultural 

analysis offers objective measures of at 

least a portion of the remainder.１）

といい、「われわれの現在の推定では、会話やイ

ンターアクションの統計において、３０ないし

３５％が言語によるものであろうが、文化のミク

ロ分析により、少なくとも残りの一部のコミュ

ニケーションは客観的なものだ。」と述べてい

る。ここでいう文化のミクロ分析とは、カメ

ラ、テープレコーダー、ビデオフィルムなどを

駆使して撮った Birdwhistell の記録のことで、

人間行動を客観的に観察することをいう。この

ように、言語による情報判断が３分の１であ

り、残りの３分の２が 非  言  語 コミュニケーショ
ノン バー バル

ンによる情報判断だとしている。

これを受けて、Marjorie Fink Vargas は以

下のように述べている。

Ray L. Birdwhistell, a leader in the field 

of nonverbal communication, analyzes 

interpersonal communication this way：

In a conversation between two people, 

only ３５ percent of the social message is 

conveyed by the words．The remaining 

６５ percent is communicated nonverbally, 

by how they speak, move, gesture, and 

handle spatial relationships.２）

（ 非  言  語 コミュニケーション研究のリー
ノン バー バル

ダーの一人、レイ・L・バードウィステル
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は、対人コミュニケーションをつぎのよう

に分析している。─「二者間の対話では、

ことばによって伝えられるメッセージ（コ

ミュニケーションの内容）は、全体の３５

パーセントにすぎず、残りの６５パーセント

は、話しぶり、動作、ジェスチャー、相手

との間のとり方など、ことば以外の手段に

よって伝えられる」と。） ３）

日本語においても、「目は口ほどに物を言い」

という諺にあるように、「情のこもった目つき

は、口で話すのと同じほど相手に気持ちを伝

え」 ４） ることが認知されている。身ぶりや手ぶ

りなどの動作やもの言いなどによる 非  言  語 コ
ノン バー バル

ミュニケーションは、世界共通のものもあれ

ば、それぞれの民族によって異なっているもの

もある。そうした異同に対する関心から、言語

と文化、異文化理解の研究分野で、 非  言  語 コ
ノン バー バル

ミュニケーションの研究は広がりをみせてき

た。

本稿では、これまでの 非  言  語 コミュニケー
ノン バー バル

ション研究を素描したのち、とくに身ぶり手ぶ

りなどの動作が見えない状況下（たとえば電話

など）で重要な要素となる「物腰」「もの言い」

など聴覚で聞き分ける 周  辺 
パ ラ

 言 語 に焦点をあて
ランゲージ

る。

Ⅰ． 非  言  語 コミュニケーションの研究
ノン バー バル

 非  言  語 コミュニケーション研究は、シカゴ大
ノン バー バル

学で人類学を修めた Ray L. Birdwhistell がそ

の嚆矢であるとされる。Birdwhistell はカメラ

フィルムを駆使した研究をおこない、Kinesics 

と Nonverbal Communication 研究の第一人者

となり、１９５２年に Introduction to Kinesics と Kine- 

sics and Context の２冊を出版している５）。

その後、やはり人類学者の Edward T. Hall 

が、１９５９年に The Silent Language（邦訳『沈黙

のことば』 ６））を出版し 非  言  語 コミュニケー
ノン バー バル

ション研究の重要性を主張した。アメリカが世

界政治をリードするという歴史的な時代を生き

た Hall は長年、政府と民間企業のために海外

で勤務する要員の選抜と訓練にあたってきた。

その経験が 非  言  語 コミュニケーションの重要性
ノン バー バル

を Hall に気付かせたのである。アメリカ人の

行動のおおくが「 非  言  語 的言語」に無知なるが
ノン バー バル

ゆえに異文化間のコミュニケーションに困難が

生じているというのである。その一例を少々長

くなるが以下に引用してみる。協定をめぐるア

メリカの代表者とギリシャ当局者との間の話し

合いで起こったことである。

アメリカ側が交渉を進めようとして努力

しても、ギリシャ側の抵抗と猜疑とがはね

返ってきた。新しい計画を発足させるため

に必要な協定をとりつけることが、どうし

てもできなかったのである。後になってし

らべてみたところが、予測だにできなかっ

た二つの理由が、この停滞の原因として明

らかになった。第一に、アメリカ人という

のは、まわりくどいことをいわず、あけす

けであるのを誇りに思っている。しかしギ

リシャ人にとっては、率直さというのはむ

しろ欠陥とみなされており、繊細さの欠如

を示すものとして、困ったことだと考えら

れている。第二に、アメリカ人は会合のお

膳立てをするにあたって、時間をあらかじ

めどれだけと限り、原則的な事項で意見の

一致がみられれば、細目にわたる事項の立

案や起草は、小委員会に任すというやり方

をとった。ところがギリシャ側はこれを、

かれらをだますための方便だ、と考えたの

である。ギリシャの慣例では、どんなささ

いなことでもすべて、全関係者の前でとり

決め、会議には必要なだけの時間をかける

ことになっている。このような誤解の結

果、何回となく会議が聞かれたものの、議

事はさっぱり進展せず、お互いに相手方の

行動をなじることに終始してしまった７）。

このように、アメリカ人の「あけすけな」も

のの言い方が、ギリシャ人にとっては「繊細さ

の欠如」を表すものの言い方と映り、お膳立て

のやり方が慣習の違いから、騙しだとまで考え
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られたのである。何度会合が持たれても、それ

ぞれの「 非  言  語 的言語」の差異は明らかになら
ノン バー バル

ず、「お互いに相手方の行動をなじることに終

始」するという外交交渉に陥ったという。Hall 

の訓練はもちろん、外国の言語、歴史、政治、

習慣に及んでいたのだが、The Silent Lan- 

guage すなわち「沈黙のことば」を正しく解釈

すれば、こうしたこじれは回避できることを認

識させたかったのであろう。

その後、Hall は proxemics（プロクセミック

ス）という用語を世に問うていくのである。

proxemics とは人間の空間利用への観察を基 

に展開した概念で、The Silent Language でも 

第１０章で取り扱っている。１９６６年に著した The 

Hidden Dimension（邦訳『かくれた次元』 ８））は、

Hall の proxemics という概念を詳説した著作

である。そこでは自分の proxemics（プロクセ

ミックス）という概念は、Frants Boas や 

Edward Sapir，Leonard Bloomfield などの人

類学者が１９２０年代に見出した「それぞれの語族

はそれなりに独自のもの、一つの閉じた系で

あって、言語学者はそれぞれのパターンを明ら

かに記述せねばならない」 ９） という、それまで

のヨーロッパ語がすべての言語のモデルだとい

う考えからの脱出を継承している。つまり、

「言語とは単に思想を表現する媒体であるだけ

でなく、思想形成の一つの主要な要素であり、

人間による世界の知覚は、その人のしゃべる言

語によってプログラムされている」 １０） という言

語学の主張を、言語の差異だけでなく文化の差

異にまで広げたのである。Hall は、「異なる文

化に属する人々は、ちがう言語をしゃべるだけ

ではなく、おそらくもっと重要なことには、ち
・

がう感覚世界に住んでいる
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

」 １１） ことだとしてそ

の例を proxemics（プロクセミックス）という

概念を用いて実証していったのである。

７０年代に入り、心理学者 Albert Mehrabian 

が、Silent Messages を著した。Mehrabian によ

れば、Face to Face Communication には face

（facial），tone of voice（vocal），words（ver- 

bal）という３つの要素があり、通常それら３つ

の要素は統一されたメッセージを送っている。

しかし、３
　
 つのメッセージがお互いに矛盾した

内容を送っているばあい受信者はどう受信する

のか。たとえばことばでは、「君は悪くなんか

ないよ」といっているのに、声のトーンを沈ま

せ、表情は目線を合わせないといった３つの要

素間に不一致や矛盾を生じさせる場面ではどう

であろうか。Mehrabian はこのような場面を

設定して実験をおこない、メッセージの受信者

は異なる情報をどの回路からどのぐらい受け

とっているかを調べたのである。その結果、受

信者が受けるメッセージ伝達に占める割合は

５５％ Facial，７
　
 ％ Verbal，３８％ Vocal，であっ

たという。Mehrabian は、face（facial）と tone 

of voice（vocal）による 非  言  語 コミュニケーショ
ノン バー バル

ン（３８＋５５＝９３％）のほうが、言ったとおりの

ことば（７％）よりも信用されるという実験結

果を得たのである。これは、‘The Rule of 

Mehrabian’（メラビアンの法則）‘７％ � ３８％ �

 ５５％ Rule’（７ � ３８ � ５５のルール）または、「言語

情報＝Verbal」「聴覚情報＝Vocal」「視覚情報

＝Visual」の頭文字を取って ‘３V Rule’（３V 

の法則）と呼ばれている。このように、ことば

以外の要素に重要なメッセージを読み取るとい

うことが明らかになり、 非  言  語 コミュニケー
ノン バー バル

ションの重要性を指摘するところとなったので

ある。

しかし、この法則は一人歩きをはじめ、どん

な状況でも 非  言  語 コミュニケーションの割合が
ノン バー バル

９３％であるというふうに捉える人々がでてき

た。これには、Mehrabian 自身がつぎのよう

に警鐘を鳴らしている。

Please note that this and other equa- 

tions regarding relative importance of 

verbal and nonverbal messages were 

derived from experiments dealing with 

communications of feelings and atti- 

tudes（i.e., like � dislike）.　Unless a com- 

municator is talking about their feel- 
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ings or attitudes, these equations are 

not applicable.１２）

あくまでも感情や態度、すなわち、好悪の感

情のメッセージを扱ったばあいの割合が「７・

３８・５５」であって、単に事実のみを伝えたり要

望をしたりするコミュニケーションのばあいに

は無関係であるとしている。メッセージの受け

手が声の調子や身体言語といったものを過度に

重視するのは考えものだというのである。

とはいえ、 非  言  語 コミュニケーション研究
ノン バー バル

は、グローバル化と情報化が進む現代社会のな

かで、ますますその重要度が増してきているよ

うである。 非  言  語 コミュニケーションの研究
ノン バー バル

は、大学生の就職活動時の面接にも影響し、研

究成果が積極的に応用され始めているようにみ

うけられる。

Ⅱ． 非  言  語 コミュニケーションの分類
ノン バー バル

異文化接触場面のみならず、通常の対人関係

においても重要性を認識されてきた 非  言  語 コ
ノン バー バル

ミュニケーションはどのような構成になってい

るのだろうか。Louder than Words : An Introduc- 

tion to Nonverbal Communication で、Marjorie 

Fink Vargas は、 非  言  語 コミュニケーションを
ノン バー バル

つぎの９つに分けている１３）。

１.　THE HUMAN BODY, those ge- 

netically related physical characteris- 

tics of the sender or receiver that give 

a message, such as sex, age, physique, 

or skin color

２.　KINESICS, the language of body 

position and movement

３.　THE EYES, their contact and use

４.　PARALANGUAGE, those voice qual- 

ities and characteristics that accom- 

pany spoken words

５.　SILENSE

６.　TACESICS AND STROKING, the 

language of touch and its substitutes

７.　PROXEMICS, the way that humans 

use apace to communicate

８.　CHRONEMICS, time in both its 

cultural and physiological dimensions

９.　COLOR　　　　　　　 （下線は筆者）

これは、石丸正によって、下記のように訳出

されている１４）。周辺言語は、「しゅうへんげん

ご」というルビになっていて、本稿のように

「パラランゲージ」とはしていない。

１）人体（コミュニケーション当事者の遺

伝因子に関わるもろもろの身体的特徴の

中で、なんらかのメッセージを表わすも

の。たとえば性別、年齢、体格、皮膚の

色など）

２）動作（人体の姿勢や動きで表現される

もの）

３）目（「 視  線 の 交差 」と目つき）
ア イ コンタクト

４） 周 
しゅう

 辺  言  語 （話しことばに付随する音
へん げん ご

声上の性状と特徴）

５）沈黙

６）身体接触（相手の身体に接触するこ

と、またはその代替行為による表現）

７）対人的空間（コミュニケーションのた

めに人間が利用する空間）

８）時間（文化形態と生理学の二つの次元

での時間）

９）色彩　　　　　　　　　（下線は筆者）

先に紹介した Ray L. Birdwhistell の KINE- 

SICS は「動作」に、Edward T. Hall の PRO- 

XEMICS は「対人的空間」にそれぞれ訳出され

ている。

また、Paul Ekman, Wallace v. Friesen, The 

Repertoire of Nonverbal Behavior : Categories, 

Origins, Usage, and Coding は、動作や表情をつ

ぎの５種に分類している１５）。それぞれの内容を

まとめた文を以下に示しておく。（　 ）内は石

丸正の訳語である１６）。

１.　EMBLEMS（表象動作）：Emblems are 

those nonverbal acts which have a 

direct verbal translation, or dictio- 

nary definition, usually consisting of 
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a word or two, or perhaps a phrase. 

（p. ６３.）

２.　ILLUSTRATORS（例 示 動 作）BA- 

TONS,  IDEOGRAPHS,  DEICTIC, 

SPATIAL, KINETOGRAPHS, PIC- 

TOGRAPHS：They are movements 

which are directly tied to speech, 

serving to illustrate what is being said 

verbally.（p. ６８.）

３.　AFFECT DISPLAYS（感 情 表 出 動

作）：（They are）the movements of the 

facial muscles in association with 

primary affects.　List of primary af- 

fects：happiness, surprise, fear, sad- 

ness, anger, disgust and interest.（pp. 

７０ � ７１.）

４.　REGULATORS（言 語 調 整 動 作）：

These are acts which maintain and 

regulate the back�and�forth nature 

of speaking and listening between two 

or more interactants.　They tell the 

speaker to continue, repeat, elaborate, 

hurry up, become more interesting, 

less salacious, give the other a chance 

to talk, etc.（p. ８２.）

５.　ADAPTERS（適応動作）：We use the 

term ADAPTORS because we believe 

these movements were first learned as 

part of adaptive efforts to satisfy self 

or bodily needs, or to perform bodily 

actions, or to manage emotions, or 

develop or maintain prototypic inter- 

personal contacts, or to learn instru- 

mental activities.（p. ８４.）

EMBLEMS とは、いわゆる無音のサインの

ことである。たとえば海の底で音声でのコミュ

ニケーションが不可能なばあいにスキュー

バー・ダイバーがことば以外の意思伝達をする

動作などであるが、これらはことばが通じる者

同士、身うち、グループ内、同文化圏内でしか

通じない動作である。表象動作は、それを使用

する人たちによって考案されるものもおおい。

ILLUSTRATORS とは、ことばによるメッ

セージをさらに強めるために付随している動作

で、 BATONS， IDEOGRAPHS， DEICTIC， 

SPATIAL，  KINETOGRAPHS，  PICTO- 

GRAPHS の６種がある。発話にともなう手振

り、たとえば道を教えるときに進路を手で示し

たり、賛成のときにうなづいたり、反対のとき

には首を横に振ったりなどの身ぶり、絵や字な

ども ILLUSTRATORS に入っている。

AFFECT DISPLAYS とは、顔の表情をはじ

めとした個人の情緒的な反応のことである。

Albert Mehrabian の実験にみられるように、

メッセージの占める割合が face ５５％であった

ところをみても 非  言  語 コミュニケーションで
ノン バー バル

は AFFECT DISPLAYS は大きな要素である

といえる。

REGULATORS とは、発話を促したり遅ら

せたりする調整や動作のことである。聞き手は

話を続けさせるために、うなづいたり、目配せ

したり、あいづちを打つなどする。

ADAPTERS には、さまざまな課題遂行のた

めに人がおこなう動作すべてが入る。「適応」と

いう用語を用いるのは、人がまず初めに習うこ

とは自分のさまざまな動作をいかに適応させる

かだからである。

このように、Paul Ekman，Wallace v. Frie- 

sen の５分類で 非  言  語 コミュニケーションに関
ノン バー バル

係するのは、EMBLEMS，ILLUSTRATORS，

AFFECT DISPLAYS，REGULATORS の４

種である。このうち次章で述べる 周  辺 
パ ラ

 言 語 は、
ランゲージ

以下の表でわかるように、ILLUSTRATORS 

と REGULATORS にまたがってる。

こうしたまたがりがみられるのは、ILLUS- 

TRATORS に発話内容にともなうリズムやア

クセントが入り、REGULATORS に聞き手の

発話表現である「あいづち」などが入るからで

ある。
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Ⅲ． 周  辺 
パ ラ

 言 語 の研究
ランゲージ

耳で聞き分ける発話者のことば以外のメッ

セージを paralanguage ＝ 周  辺 
パ ラ

 言 語 という。
ランゲージ

paralanguage は、para と language を 合 わ 

せたことばである。ギリシヤ語の para は be- 

side，beyond，amiss の こ と であり、para- 

language の para は、「…関係がある、準…の

（near，subordinate）」の意である１７）。また、

Marjorie Fink Vargas はつぎのように para- 

language を解説している１８）。

Paralanguage，sometimes called vocal- 

ics, includes all stimuli produced by the 

human voice（with the exception of the 

words themselves）that can be heard by 

another human.　This includes widely 

divergent cues ranging from forceful 

articulation，screaming，and deep reso- 

nance to whining，monotones，and vo- 

calized pauses.

時に vocalics とも呼ばれる paralanguage に

は、forceful articulation（力のこもった叫び）、

screaming（悲鳴）、deep resonance to whining

（太く低い共鳴音）、monotones（単調音）そし

て、vocalized pauses（声に出して一息つくとき

の呼吸音）など多種多様な Cues が含まれると

している。

また、最も早く paralanguage の系統的分類

を提唱したのは George Trager であった。

George Trager はつぎのような分類をおこ

なっている１９）。
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さて、日本語の paralanguage の研究はどのよ

うになっているのだろうか。

　上野田千鶴子は「文法とイントネーション」

で、「コレ」と「ハイ」を取りあげ、その意味

の異同とイントネーションの異同関係を説明し

ている２０）。

　まず、「コレ」については、３
　
 つのパターン

をあげている。

①「コレがいい」「コレを下さい」といっ

た意味を表すとき

→ほとんど平らに短く発話する。

②「コレですか」と問いかける時

→「レ」の部分を高くし、多少引き延ば

　　す調子で発話する。

③「本当にコレ」と思案しながら問いかけ

る時

→①と同様に平らな抑揚をもち、「レ」の

　　部分を引き延ばす。

つぎに、「ハイ」については、異なるばあい

を７つあげているが、それらのイントネーショ

ンの異同については記述がない。

①　依頼や命令に喜んで応じる「ハイ」

②　依頼や命令に厭々ながら応じる「ハイ」

③　電話がかかってきた時に受話器をとっ

て答える「ハイ」

④　電話の途中で相手に対して何度か応じ

る「ハイ」

⑤　人に物を差し出す時の「ハイ」

⑥　授業中に先生に指されて答える「ハイ」

⑦　先生の質問に答えるべく手を上げなが

ら発する「ハイ」

このような例からもイントネーションが、叙

述文、疑問文、命令文、依頼文など発話者の表

現意図を担う要素であることがわかる。イント

ネーションの研究は、音声情報の基本周波数の

ピッチパターン（音の高さ）やポーズを測るこ

とによって科学的に分析されてきている。

郡史郎は「聞き手に対する訴えかけの焦点

（フォーカス）」を扱った「強調とイントネー 

ション」で、フォーカス（プロミネンス）があ

るその語の音調だけではなく、文全体の音調、

すなわちアクセントやイントネーションに関わ

ることを明らかにし、発音による強調法を４種

あげている２１）。これらの強調法は感情の反映が

強く、ことばの知的内容だけではなく、自分の

感情を同時に相手に訴えかけているのである。

①　ふだんよりりきんだ発音

りきむといっても音の高さの変化が重要で

ある。感嘆、嫌悪、いらだち、怒りのどの

タイプにもともなう。一般に感情が強けれ

ば喉頭に過度の緊張が加わりやすいが、日

本語では語頭の子音が強く帯気化し、声帯

振動を欠いた気息性の強い発音になる。

②　母音の延伸と促音・撥音の挿入

イ形容詞・ナ形容詞、副詞を強調するばあ

い、母音の長さを伸ばし、語の一拍目の後

に促音や撥音を挿入して感嘆や嫌悪の感情

の強調効果を高める。「すごい」「高い」が

「スゴーイ」「タカーイ」になり、アクセン

トも「ス「ゴー」イ」と母音まで高くなっ

たり、「スゴ「ー」イ」のように、伸ばさ

れた母音をアクセント核にするばあいも

あったりする。「スッゴイ」や「スンゴイ」

のように促音や撥音の挿入もある。副詞

は、二拍目が促音になっているものは、

「ユーックリ」のように語頭拍の母音が伸び

やすい。

③　テンポの遅延と語末拍上昇

「帰ると言ったら　か　え　る！」のよう

に、強調したい部分をことさらゆっくりと

一拍一拍念を入れて訴えかけるように発音

する。カエルが強調されるとき、語句の最

後の拍が高められるのがふつうである。い

らだちや怒りなどの感情をともなったばあ

いと、言い聞かせ、新しいことばを教える

ばあいなど特別な感情をともなわないばあ

いもある。

④　拍ごとのポーズ挿入

強調したい語の各拍の前後を切って発音す

る。「厭だと言ったら　い　や　な　の！」
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のようなばあいである。強いいらだちや怒

りをともなうことがおおい。

杉藤美代子は「談話におけるポーズとイント

ネーション」で、座談資料、テレビニュースの

アナウンサーの音声資料、宇野重吉の語り聞か

せの３種における発話時間とポーズの時間関係

および発話速度の変化の実態を分析してい

る２２）。「ポーズをすべて取り除いた音声による

聴取実験からは、ポーズが話し手にとって欠く

ことができないものであると同時に聞き手に

とっても情報処理のために必要な時間であるこ

と」や「ポーズは、声を高めるための準備時間

であること」など、ポーズと強調のためのイン

トネーションが深くかかわっているとしてい

る。語り聞かせでは、同じオノマトペ２３） を声の

大小によって「距離感」を表現しているようで

ある。

上記の研究をみても、 周  辺 
パ ラ

 言 語 の具体的な
ランゲージ

研究分野は、イントネーション、プロミネンス、

ポーズ、リズム、アクセント、モーラ研究のほ

か、声の大きさ、高さ、長さ、強さ、速さ、硬

さ、舌うち、うなづき、喜怒哀楽などの感情や

心理がいかに声へ反映するかなど多岐にわたっ

ている。いずれにせよ、音響機器や音響分析機

器の発達がこれらの研究をさらに精緻化してい

くことになるだろう。

Ⅳ． 周  辺 
パ ラ

 言 語 の文字化
ランゲージ

 周  辺 
パ ラ

 言 語 は発話において「ことば」以外の方
ランゲージ

法でメッセージを聞き手にあたえることをい

う。したがって、 周  辺 
パ ラ

 言 語 
ランゲージ

は 非  言  語 コミュニ
ノン バー バル

ケーションの一種に分類されよう。しかし、そ

れらは「ことば」（発音・意味）と切っても切

れない関係にある 非  言  語 コミュニケーションな
ノン バー バル

ので、先に記したとおり、イントネーション、

プロミネンス、ポーズ、リズム、アクセント、

モーラ研究のほか、声の大きさ、高さ、長さ、

強さ、速さ、硬さ、舌うち、うなづきなどで発

話者の喜怒哀楽などの感情や心理が具現化され

る。

では、音のない「書きことば」では、発話者

の意図や感情や心理を表す 周  辺 
パ ラ

 言 語 はどのよ
ランゲージ

うに表現されるのであろうか。

文字表現における「会話」（携帯電話でのメー

ルを想起してほしい）は、本来、漢字とひらが

な表記のところをわざとカタカナ表記にした

り、「。」「、」「！」「？」「－」「～」「…」な どの

記号やブランクを使ったり、最近では顔文字な

どによって表したりするが、地の文では 周  辺 
パ ラ

 言 語 を表現する語彙や語彙と語彙の組み合わ
ランゲージ

せなどで表現せざるをえない。

以下のような動詞、イ形容詞、ナ形容詞、副

詞、名詞などの組み合わせを駆使して表現する

のである。そのいくつかの語彙をあげておこ

う。さまざまな分類が考えられようが、本稿で

は不十分ではあるが形態と意味の両面から、

〈動詞〉〈修飾語〉〈名詞〉と大きく３分類する

こととした。泣き笑いに関する語彙も声（息）

をともなう表現であり、沈黙もメッセージを発

する 周  辺 
パ ラ

 言 語 の要素なのでここに含めておく。
ランゲージ

　

〈動詞〉

まず抽出されるのは、つぎのような動詞表現

である。形態からつぎのＡ～Ｃの３種に分類で

きる。

Ａ．一単語で 周  辺 
パ ラ

 言 語 表現を含んでいる
ランゲージ

動詞

Ｂ．複合動詞で 周  辺 
パ ラ

 言 語 表現を含んでい
ランゲージ

る動詞

Ｃ．他の 周  辺 
パ ラ

 言 語 表現とともに使われる
ランゲージ

動詞

意味的な分類に関してはそれぞれ、できるだ

け下位分類してみるが、重複するものもおおい

ので、現段階では下記のようになる。また、「の

たまう」「ほざく」「こく」のように話し手本人

が自分自身の 周  辺 
パ ラ

 言 語 に使えない表現も存在
ランゲージ

する。これらは、聞き手の話し手に対する待遇

表現であり、「うやまい」や「いやしめ」の意

が含まれた表現である。このように、使用に限

定がある動詞には下線を付しておく。なお、動
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詞は述語に使用されるほか、名詞修飾語にもな

る。（順不同）

　

Ａ．一単語で 周  辺 
パ ラ

 言 語 表現を含んでいる動
ランゲージ

詞

［音の大きさ関係］

・叫ぶ・（声を）はりあげる・おらぶ・怒

鳴る・わめく・吠える・つぶやく・囁く

・口ごもる

　［声音関係］

・吟ずる・口説く・誦する・唱える・かす

れる・唸る・うめく・しわがれる・力む

　［内容関係］

・愚痴る・こぼす・かこつ・なげく・ぼや

く・けなす・慰める・ねぎらう・威張る

・やじる・なじる・そしる・ののしる・お

だてる・はやす・からかう・おどす・こ

く

　・ほざく・こびる・ほのめかす

　［感情関係］

　・しょげる

　［人間関係］

　・のたまう

　

Ｂ．複合動詞で 周  辺 
パ ラ

 言 語 表現を含んでいる
ランゲージ

　　動詞

［言い方］

・言い合う・言い争う・言い返す・言い切

る・言いくるめる・言いこなす・言いさ

す

・言いすくめる・言い渋る・言い過ぎる・

言い捨てる・言い損なう・言い立てる

・言い散らす・言い繕う・言い続ける・言

い連ねる・言いつのる・言い通す

・言い放つ・言い含める・言いふらす・言

いなす・言いのける・言いまくる

・言い渡す・言いまるめる・言いよどむ・

言いよる・張り上げる・まるめこむ

・ものいう・仰せられる・仰せつける・説

き伏せる・説きつける・まくし立てる

・申し聞かせる・申しつける・申し渡す・

呼びかける・呼びたてる・いきり立つ

・猛り立つ・息巻く・こきおろす・こびへ

つらう

　　［泣き方］

・すすり泣く・むせび泣く・泣きじゃく

る・しゃくり上げる・泣き叫ぶ・泣きし

きる

・泣き濡れる・涙ぐむ・涙する・しのび泣

く・泣き伏す

　　［笑い方］

・あざ笑う・せせら笑う・笑いこける・笑

い飛ばす・吹き出す

　　［黙り方］

　　・黙りこくる・押し黙る・黙する

　

Ｃ．他の 周  辺 
パ ラ

 言 語 表現とともに使われる動
ランゲージ

　　詞

・言う・伺う・語る・聞く・答える・質問

する・しゃべる・尋ねる・問う・叫ぶ・

泣く

・話す・はやす・笑う・微笑む・笑む・響

く・さえわたる・つまる・（声を）はる

・（啖呵を）切る

　

〈修飾語〉

名詞を形容する修飾語（連体修飾）には、つ

ぎのような「イ形容詞」「ナ形容詞」、「動詞の

ル形やタ形」、「慣用句」がある。たとえば、そ

れぞれ「明るい声で」「静かな答は」「浮き浮き

した語りの」「けろりとした口ぶりが」などの

表現である。また、形容詞のそれぞれは、「～

く」と「～に」の形で副詞と同じ働きをする。

たとえば、「口汚くののしる」「にこやかにしゃ

べる」などである。そこで、ここにはいわゆる

連用修飾といわれる、動詞を修飾する「副詞」

も加え、「修飾語」には、ひとまず下記の５種

をあげておく。

Ａ．イ形容詞

Ｂ．ナ形容詞
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Ｃ．動詞のル形・タ形

Ｄ．慣用句

Ｅ．副詞

　なお、修飾語の分類は、その修飾語感が〈好

意的語感〉であるか、それとも〈批判的語感〉

であるか、そのどちらでもない〈中立的な語感〉

であるかの３種にまずは分けてみる２４）。発話に

対する筆者の視点により修飾語の選択がなされ

るわけだが、単語は文や文章の構成成分なの

で、文や文章中の他の単語との関係によって語

感の変容はあり得る。したがって、１
　
 単語の語

感を３種のうちの１分類に決定するのは難しい

のであるが、一応のところ分類しておく。副詞

のうち、オノマトペはそれぞれ分類にした。

　

Ａ．イ形容詞

〈好意的語感〉

・明るい・甘い・美しい・嬉しい・面白い 

・快い・心地よい・よい・すがすがしい 

・暖かい・楽しい・好ましい・渋い

〈批判的語感〉

・息苦しい・陰気くさい・重苦しい・うるさ

い・悲しい・うら悲しい・もの憂い・暗

い・もの悲しい・くだくだしい・くどくど

しい・口汚い・汚い・口はばったい・口や

かましい・騒がしい・騒々しい・甲高い 

・けたたましい・情けない・嘆かわしい 

・やかましい・うっとおしい・こうるさ

い・仰々しい・寂しい・侘しい・もの寂し

い・うら寂しい・長たらしい・長々しい 

・くどい・まわりくどい・もどかしい・い

らだたしい・じれったい・まだるっこい 

・苦しい・辛い・切ない・やるせない・や

りきれない・腹立たしい・苦々しい・いま

いましい・悔しい・口惜しい・心細い・恐

ろしい・気味悪い・不気味・厭わしい・お

ぞましい・うとましい・憎い・憎らしい 

・憎々しい・しゃらくさい・小賢しい・胸

糞が悪い・黄色い・冷たい・甘ったるい 

・ねばっこい

〈中立的な語感〉

・大きい・小さい・高い・低い・強い・弱

い・重々しい・太い・細い・か細い・鋭

い・丸い・速い

　

Ｂ．ナ形容詞

〈好意的語感〉

・快適な・きれいな・さわやかな・爽快・痛

快な・なごやかな・静かな・にこやかな 

・やわらかな・なめらかな・陽気な・元気

な・愉快な・ひそやかな・まろやかな・積

極的な

〈批判的語感〉

・陰気な・大げさな・口重な・舌足らずな 

・まことしやかな・迷惑な・でたらめな 

・不愉快な・不機嫌な・派手な・うつろ

な・否定的な・乱暴な・反抗的な・消極的

な・居丈高な・冷やかな

〈中立的な語感〉

・かすかな

　

Ｃ．動詞のル形・タ形

〈好意的語感〉

・とおる・張りのある・浮き浮きした・かし

こまった・はずんだ・（憂い・悲しみ等）含

んだ

〈批判的語感〉

・浮いた・上ずった・沈んだ・しゃがれた 

・濁った・とがった・震えた・湿った

　

Ｄ．慣用句

〈好意的語感〉

・玉を転がすような・銀の鈴をふるような 

・歯に衣着せぬ・ドスのきいた

〈批判的語感〉

・糠味噌の腐りそうな・割れ鐘のような・と

げのある・蚊の鳴くような・歯の浮くよう

な・奥歯にものの挟まったような・絹を裂

くような
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Ｅ．副詞

〈好意的語感〉

・あっさり・あっけらかんと・おっとり・ け

ろりと・きっぱり・さっぱり・さらりと 

・とうとうと・のんびり・はっきりと

〈批判的語感〉

・頭ごなしに・居丈高に・高圧的に・高飛車

に・むかっと・のろのろ

〈中立的な語感〉

・しょんぼりと・しんみり・ゆっくりと

　

【オノマトペ】

聞き手が感じる発話に含まれる微妙な感情を

表しているのがつぎのようなオノマトペであ

る。下記のように言い方に関しては批判的な語

感をともなったものがおおいが、なかには、そ

のスピードや声の大きさを含んだ中立的な語感

の表現もある。通常は、「～と」「～した」の形

で副詞表現になる。

［言い方］

〈好意的語感〉

・わくわく・すらすら・はきはき・ばりばり

〈批判的語感〉

・あきあき・いじいじ・がたがた・がさが

さ・がみがみ・がんがん・きんきん・くど

くど・くだくだ・ぐちゃぐちゃ・ごちゃご

ちゃ・こそこそ・ざらざら・しどろもど

ろ・つべこべ・ぽんぽん・まごまご・ずけ

ずけ・ずばずば・せかせか・だらだら・ね

ちねち・へらへら・ぺちゃくちゃ・ぺらぺ

ら・ぺちゃぺちゃ・ぼそぼそ・べらべら 

・ぺらぺら・ぶうぶう・ぶつぶつ・ひそひ

そ・ぼそっと

〈中立的な語感〉

・とつとつ・黙々・ぽつぽつ・ぽつりぽつ

り・わいわい

［泣き方］ 

〈批判的語感〉

・めそめそ・ぴいぴい

〈中立的な語感〉

・おいおい・おろおろ・おんおん・さめざ

め・しくしく・ぽろぽろ・ぼろぼろ・わあ

わあ・わんわん

［笑い方］ 

〈好意的語感〉

・ころころ・にこり・にっこり・にこにこ

〈批判的語感〉

・にたにた・にたり・にっと・にんまり・に

やにや・けらけら・げらげら

〈中立的な語感〉

・からから・くつくつ・くすくす・くすり

〈名詞〉

名詞表現も、「好意的語感」「批判的語感」「中

立的な語感」と「何らかの形容語がついて用い

られる名詞」の４種（Ａ～Ｄ）にまずは分類し

てみる。これらの名詞は「する動詞」や「他の

 周  辺  言 語  表現とともに使われる動詞」ととも
パ ラ ランゲージ

に使用されるほか、いわゆる助詞とともに使用

されて 周  辺  言 語  表現になる。
パ ラ ランゲージ

　

Ａ．好意的語感

・談笑・懇談・力説・断言・明言・言明・

確言・喝破・感動・感激・感心・喜び

・歓喜・有頂天・激励・謙遜・口まめ・笑

い・笑み・微笑み・スマイル・哀愁

・ペーソス・悲哀

Ｂ．批判的語感

・金切り声・だみ声・どら声・鼻声・叫び

声・怒号・絶叫・猫撫で声・言いがかり

・言いぐさ・言い過ぎ・おしゃべり・お

せっかい・陰口・軽口・口上手・口達者

・口八丁・強弁・言挙げ・捨て台詞・多

弁・冗長・口下手・訥弁・物言い・ろれ

つ・だんまり・うんざり・げんなり・憂

鬱・苛立ち・慟哭・怒り・憤り・腹立

ち・哄笑・立腹・怒気・憤慨・気おく

れ・畏縮・おじけ・頭ごなし・早口・自

慢・高笑い・爆笑・呵呵大笑・薄笑い 

・薄ら笑い・冷笑・嘲笑・物笑い・自

嘲・生意気・皮肉
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・（利いた）風・お世辞

Ｃ．中立的な語感

・小声・大声・大音声・悲鳴・激昂・驚

き・驚愕・驚嘆・愕然・呆気・黙秘

・びっくり・沈黙・無口・無言・沈痛・悲

痛・悲愴・号泣・大笑い

Ｄ．何らかの形容語がついて用いられる名詞

・声・声色・声音・声つき・口調・語気・

語り口・歯切れ・口ぶり・口つき・口先

・言い回し・舌鋒・舌先・説得・誇張・強

調・ことば・調子・リズム・抑揚・テン

ポ・イントネーション・ニュアンス・響

き

お わ り に

本稿では、ますますグローバル化を加速する

現代、重要性が指摘されている 非  言  語 コミュニ
ノン バー バル

ケーション、そして特に 周  辺  言 語 について考
パ ラ ランゲージ

察してきた。 非  言  語 コミュニケーションが、あ
ノン バー バル

る一定の文化によって規定されていると同様、

 周  辺  言 語 もすべての文化に共通しているわけ
パ ラ ランゲージ

ではない。イントネーション、プロミネンス、

ポーズ、リズム、アクセント、モーラの違いは

もちろん、声の大きさ、高さ、長さ、強さ、速

さ、硬さ、舌うち、うなづき、喜怒哀楽などの

感情や心理がいかに声へ反映するかなども、生

理的に生来持っている特質によるよりも文化的

な規定によって使い分けている（意識するとし

ないとにかかわらず）といったほうがいいだろ

う。人は言語を習得するように、 周  辺  言 語 も
パ ラ ランゲージ

習得してきているといえよう。本稿では、発話

を文字化したばあいに日本語の 周  辺  言 語 表現
パ ラ ランゲージ

にどのような表現があるかいくつかの語彙を抽

出してみたのであるが、今後よりいっそうの精

緻化が必要になってくるだろう。

なお、本稿は和語に関して、なるべく漢字表

記をもちいない方針で書いているので、通常の

論考にくらべて「ひらがな」表記がおおい。
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